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かわちながの世界民族音楽祭2017

奥河内音絵巻
山を鳴らすProject

はじめて参加して
出口さん（オッカサンで初参加）

楽器を手作りして奥河内ならではの音を

出そうというコンセプトに興味を持った

ことが参加のきっかけでした。手作りの

楽器なので調弦が難しく、指導してくれ

る先生やまわりのみなさんのアドバイス

で少しずつ修正していきました。

きちんとメロディーを弾けた

ときはうれしかったです。

本番では奥河内の音楽と

して表現でき、河内長野の

魅力を再認識することもで

きました。また参加した

いと思っています。

芸術監督のサキタハヂメさん（市内在住）
「河内長野には世界に発信できる魅力的な素材がたくさんあります。

それを使って唯一無二の、美しく楽しい世界観を作りたい。世界中

からここに来てもらったり、世界中で公

演したりしながら、たくさんの笑顔を作

れたらいいな」と語るサキタさん。今回

の公演でも全編作曲を担当し、舞台演出

やステージセットなどをプロデュースし

ました。「山を鳴らす」「木を面白がる」

をライフワークに奥河内の自然や人々か

らインスピレーションを受けた「まつり」

を創る。その可能性は無限大です。
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個人練習から集団での練習へ
パート練習で音を合わせるのは大変でし

たが、指導者の指示のもと少しずつ上手

になっていきました。お互いに音やリズム

を確認し合う姿はアーティストの姿そのも

の。全体練習ではオッカサンとオカンテレ

以外にもオカンナやのこぎり、プロミュー

ジシャンなどの楽器隊も加わります。今ま

での練習とは違い全体で合わせると自分の

音と他の楽器との音量のバランス調整や、

ステージ進行に合わせた演奏をする必要が

あり、何度も練習を重ねました。

楽器製作は半年前から
楽器製作のワークショップは本番半

年前から始まりました。おおさか河

内材を材料とした３弦のオッカサン

（写真左）と、５弦のオカンテレ（写真

右）。木材を組み合わせて形を整えて

いきます。不慣れな道具を使って苦労

しましたが、自分だけの楽器を作るこ

とができ、みんな笑顔になりました。


